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＜５６豪雪＞ 

 昭和５６年２月２６日は、前日から吹雪いていました。一晩で腰まで雪が積もり、交

通が麻痺してしまいました。道路は走った車で踏み固められ、アイスバーンになってい

ました。時折吹く強風にあおられ、走っている車が、風に押されて田んぼへ落ちるとい

う光景まで見られました。 

この日は、朝、学校を出発したスクールバスが、

児童を乗せて学校に着いたのはお昼近くになっ

てからでした。先生方の中には自家用車での通勤

ができず自宅から歩いて学校まで来る人もいま

した。そのため、遠方の先生の中には、昼過ぎに

学校へ到着した人もいました。 

 学校へは、給食の材料も届かなかったため、在庫のある材料を工夫してスープが用意

されました。たった一杯の温かいスープでしたが、最高のごちそうでした。 

 下校時は、各地区から地区委員の方たちが、

児童を迎えに来てくれました。この年は、旭

丘小学校と分離する前の年でしたので、最も

遠方の倉部町からも十数人の大人の人が長い

ロープを持って迎えに来てくれました。 

この年は、正月から雪が大変多かったので、

後に「５６豪雪」と呼ばれました。 

 

 広報「北陽」第４０号（平成元年３月２３日発行）の中にその様子を書いた文があり

ありました。４０号を記念して、かつて北陽小学校に勤務していた先生方に思い出を書

いてもらった中のひとつです。加藤先生は、三年生の担任でした。 

 


